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活動の背景：広報・情報発信活動の必要性

アクティブ試験（平成18年度～）や東電福島事故（平成22年度末）による状況変
化、また2年後に予定される操業開始を踏まえ、その時々の状況に柔軟に対応し
つつ広報・情報発信活動を展開

大型再処理施設

《提起された論点》

・操業開始によりトリチウムの海洋への年間排出量

は、福島1Fタンク内トリチウム量の約20倍。
・アクティブ試験時に放射性物質排出が測定された

事実だけでもマスコミに大きく取り上げられた。

緊急時対応：東電福島事故時

《提起された論点》

・年間20ミリシーベルト（ICRPの緊急時基準値）の基準値、
また子供への影響がマスコミ等でも大きく取り上げられ

る。

・「原子力施設と子々孫々これからこの地で生活していく

ことになる村民の気持ちを考えてほしい」（六ケ所村副

村長）

・ 大型再処理施設は通常の操業時でも従来の原子力施設に比べて放射性物
質の排出量が多く、地域住民の関心や不安感は大きい。
・福島事故においては、基準値以下の線量でも影響を不安視、風評被害につ
ながった。
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活動の目的

これまでの「大型再処理施設放射能影響調査事業」 の基本方針
【青森県事業基本計画（H29～R3）より抜粋】

《広報活動の充実強化》

• 調査事業の内容やその成果等について広く理解されるよ
う努める

• これまでの広報活動に対する県民等からの意見等を踏ま
え、広報の手法を随時検証しつつ、広く県民等に対し、

分かりやすく理解してもらう工夫に努める

事業の内容や成果の発信による地域住民・県民等への理解促進
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【目的】
全国を対象として原子力及び一般科学知識の普及

【成果】
〇講演会や出展等による普及
・理科教室による科学知識の普及活動
・放射線測定実演の実施
（科学の祭典、教育機関等）
・講演や説明による科学知識の普及活動
〇インターネットやビデオ、紙媒体
・ホームページ（H12～）・パネル製作（H6から）
・ミニ百科発行（H6～H17）
・広報ビデオ制作、配布、上映会（H13～H17）
〇講演会や出展等で使用する情報収集
・文献調査による情報収集（動物奇形事例）
測定実演機材整備（H10～H12）

【費用】 ： 11.5億円

国委託事業（H6～H19年度）【参考】
「原子力と環境のかかわりに関する知識の普及活動」

青森県受託調査事業（H19～現在）
「排出放射性物質影響調査情報発信活動」

【目的】
青森県内を対象として当該調査の研究内容や
成果について情報発信を行い、県民の理解向上、
安心感の醸成につなげる。

【成果】
〇顔の見える情報発信による理解・信頼の醸成
・成果報告会
・出前説明会（H20から）
募集型（不特定多数対象）
要請型（特定集団対象）
出展型（イベント等）

〇インターネット、紙媒体による情報発信および
上記活動での利用

【費用】 ： 6億円

活動の沿革

• 平成6年度から国の委託事業として開始

• 平成19年度から交付金事業として実施（累計 総額約6億円）

• 令和２年度予算額 4580万円（内人件費 3200万円）
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青森県民等への情報提供

調査事業の内容と成果

対面による情報発信

①成果報告会
立地自治体、県内主要都市等
（六ヶ所村） （青森、弘前、八戸）

講演・対話集会
②膝詰め型
③出展型
地域交流
教育機関連携

紙媒体での情報発信

印刷物による成果等の発信
放射線の基礎知識パンフ
チラシ（報告会等広告）
リーフレット

環境放射線ポケットブック

インターネットでの
情報発信

ホームページによる
成果等の発信

排出放射性物質影響調査HP
http://www.aomori-hb.jp/

顔の見える情報発信を軸として活動を展開

活動のねらい：広報・情報発信活動のコンセプト
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活動のねらい：対象層・地域に応じたアプローチ

県民・
地域
住民

若年層

一般
・

成年層

行政

地域団体

手段
対象

④地域のNPOとの共創活動
（勉強会等の共同企画と実施）

地域のオピニオン層との共創活動につなげ

る

⑤地域の行政課題への技術支援
地域の環境に係わる蓄積された科学的知見

で応える

立地周辺地域

比較的少人数での講演・対話集会により住

民一人一人の放射線に係わる基本的な疑

問や不安に対話や体験を通じて応える

②講演・対話集会
（膝詰め方式）

⑥理科教育・人材育成
（教育機関連携）

理科教室・学校との連携イベント等によ
り、科学リテラシーを高め、エネルギー
を考える土台を作る

青森県広域

①成果報告会
（講演会方式）

一般の方々の興味を引く放射線医療等の
基調講演をベースに広く研究成果を紹介し、
住民の疑問や不安に研究成果で応える

県内大学祭や地域のイベント等の展示で

情報を提供し、疑問や不安に対話や実演

等で応える

③イベント出展
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活動のアウトカム：①成果報告会の概要

一般の方々の興味を引く放射線医療等の基調講演をベースに広く
研究成果を紹介し、住民の疑問や不安に研究成果で応える
・六ヶ所村、県内主要市の青森市、八戸市、弘前市において毎年実施

《ねらい・波及効果》
・ 研究成果を住民の関心を捉えたテーマにまとめて報告
・ 放射線治療や福島対応の基調講演により、原子力利用全般についての関心
と問題意識を持ってもらう

【一般・成年層向け】

開催地域

弘前会場

六ヶ所村会場
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活動のアウトカム：①成果報告会（参加者）

福島事故後

初年度

基調講演開始

全会場

基調講演

実施

弘前

中止

【一般・成年層向け】

平成19年に開始し、延べ55回、3,600名が参加
• 各会場80名程度で増加傾向
• 福島事故直後は顕著に増加
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活動のアウトカム：①成果報告会（テーマの企画）

調査事業の内容や成果の住民・県民への理解促進・安心の醸成を目指
し、住民の関心を捉えたテーマを“時機”に応じて選択し報告

【一般・成年層向け】

施設稼働前の状況を知る（稼働による変化に備える） 【H19】

操業による現実的な被ばく線量の評価ができる 【H20】

食べ物による内部被ばくは管理できる 【R01】

緊急時の放出放射性物質は管理できる 【H23】

年間20ミリシーベルト相当の放射線では影響はない 【H19】

アクティブ試験前に行った県民自然放射線量や県内放射線マップなどバックグラウンド研究の調査を報告

施設操業後の施設由来放射性物質の被ばく線量が評価できる“総合的環境移行線量評価モデル”について報告

食べ物として取り込んだ放射性炭素からの内部被ばくに関する世界初の実証実験結果を報告

福島事故直後の住民の不安に応えるため、農作物への放射性セシウムに関する環境研での調査結果を報告

世界で初めて低線量率放射線が生物の寿命に与える影響（寿命試験）について実証的に調査した成果を報告

97％

76％

86％

92％

96％

講演の理解度

《参加者の声》
・地元に密着した研究内容を理解しやすく説明して頂きありがたい。
・環境研が進めているミッションについて、大変理解が進みました。
・普段の地道な研究成果の発表であり、また、私たちの生活にも直接関係のあることで

大変に参考になった。
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活動のアウトカム：①成果報告会（企画の改善）

平成26年度 青森会場
（他会場は無し）

平成26年度から導入

福島原発事故後の放射性物質に関する関心の高まりと、事故後の福島
の状況やエネルギー問題、放射線医療を知りたいなどの要望が多く寄
せられ、外部有識者による基調講演を組み合わせて実施

【一般・成年層向け】

平成30年度 青森会場
（他3会場でも実施）

参加者の増加傾向が見られる。特
に？？？

《参加者の声》
・地球温暖化が進んでいる事が理解できた。
・気象とエネルギー問題は、農業、漁業、林
業へとつながっていることが分かってよ
かった。

《参加者の声》
・ガンと放射線の関係が理解できた。
・放射線は怖いという先入観がありましたが
改めようと思った。
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・規模を問わず地域の集会所で開催できる20人程度での講演・対話
集会により住民一人一人の放射線に係わる基本的な疑問や不安に
対話や体験を通じて応える
・六ヶ所村周辺のほか、県内全域において実施

活動のアウトカム：②講演・対話集会（膝詰め）の概要

放射線の基礎知識に
関する講演

体験

【一般・成年層向け】

・参加者が地域のコミュニティ等での開催を要望

《事業からの示唆》

・グループワークの活用等、参加型の集会とすることで、

日ごろ抱いている心配事や疑問などが言いやすくなる環境が作れる

・参加者は聞きたいと同時に、言いたい！

→質問が出なくなるまでとことん応える懇談を実現

対話

講演

対話・体験

藤崎町内会自主防災隊

対話集会参加者が
地域のコミュニティ
の取り組みに活用

11



・平成20年以降、県内各地で227回、約4,000人を対象として実施。

活動のアウトカム：②講演・対話集会（膝詰め）の開催状況

・募集による実施
根城公民館（八戸）
三沢市公会堂
沖舘公民館（青森市）
松の館（つがる市）
十和田市公民館
スポカルイン黒石
むつ市中央公民館

他
・要請等による実施
藤崎町自主防衛隊
生涯学習萩の会（青森市）
十和田市長寿大学
千歳平中学校（六ヶ所村）
泊中学校（六ヶ所村）
田名部中学校（むつ市）
青森県立七戸高校

他

【一般・成年層向け】

・平成20年に開始し、延べ227回、約4,000名が参加

12



活動のアウトカム：③イベント出展の概要

展示の評価 放射線への不安 このような研究の必要性

【若年層向け】

成果報告会や講演・対話集会では参加が見込めない“若年層”との交流

・県内大学祭や地域のイベント等への
出展で事業の内容や成果を発信

・これまで、青森大学、青森保健大学、
青森中央学院大学、弘前中央学院大学、
八戸工業大学、八戸学院大学等で実施

・平成20年に開始し、延べ27回、約2,400名が参加

《参加者へのアンケート結果》
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活動のアウトカム：⑥人材育成（教育機関連携）

若年層が科学的に物事を考える意識の萌芽をねらい、村内教育機関と

連携、科学体験を交えた対話・講演を実施。

冬期理科教室（例年2月に実施） 環境自然学習
・平成10年に開始し20年以上継続実施
・村内小学校5，6年生を対象
・延べ約3500名が参加（22年間）

・ 植物や環境水、生物などの専門性を
活かして学習活動をサポート

・ 継続的な活動により、過去15年間で村内児童の8割と交流、
環境研の認知や信頼の醸成に寄与

六ヶ所村発明クラブ

・ 村内小中学生で組織される

科学クラブでの科学体験

【若年層向け】
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活動のアウトカム：④地域団体との連携

六ヶ所高校エネルギー教育イベント

エネルギーを考える未来塾
NPO法人あすかエネルギーフォーラム

六ヶ所村読書愛好会と共同

エネルギー事情を次世代と共に学ぶ

・研究所内に「交流サロン」を設置し、村内の婦人団体などとの交流を
きっかけに、様々な村内でのイベントを共同で企画・実施

【地域団体】

六ヶ所高校2年生65名を対象
にエネルギーに関する講演と
グループに分かれてワーク
ショップを開催。日本におけ
る六ヶ所村の必要性につい
て理解を深めた。

青森県外の学生、地元の学
生、一般村民80名が参加し
講演聴講。その後、グループ
に分かれてのワークショップ
において、様々な世代の参
加者の意見交換を行い、環
境問題・エネルギー教育の必
要性や未来のエネルギーに
ついて理解を深めた。

※ 六ケ所村の婦人を中心に構成
されるNPOグループ
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地域団体、行政との対話・交流から得た地域の要望・問題に研究所の
ポテンシャルを活用。環境影響研究で培った調査手法を駆使して環境
浄化や特産物開発などに対応

活動のアウトカム：⑤地域・行政の課題への貢献

・新たな特産品を開発したい

ハマナス

ローズヒップ

ヤマゴボウ

田面木沼
アオコ発生

六ヶ所地区企業会
（上十三地区法人会支部）での講演

むつ市役所での講演
（自治体職員や一般市民）

【行政等】

六ケ所村圃場における
特産品用商品作物候補

選定調査

・きれいな湖沼に戻したい

地域の湖沼の水質調査、
生態系を活用した浄化

対策
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活動のアウトカム：⑤地域に「顔の見える」活動（施設公開）

夏休み期間に、周辺研究機関等と連携して、科学体験を主とした施設
公開を実施。（六ヶ所村の夏の一大イベントに定着）

【行政等】

来場者数 201名（R02）
388名（R01）
226名（H30）

アンケート結果（R02）
説明理解度： 90％
来場主目的： 科学体験64％、施設見学30％
年齢層 ： 20歳未満：38％ 40代：34％

（近隣の親子連れが多い）
17



活動のアウトカム：⑤地域に「顔の見える」活動（ケーブルTV）

六ヶ所村ケーブルテレビ（ロックテレビ）を通じて、環境研の紹介番組、

六ヶ所村協力のもと、研究活動のニュースを積極的に発信

環境研紹介番組（30分番組1本）

イベント・研究関連ニュース放映
（各ニュース約3分、10回/日程度、1週間放送）

• 施設公開（六ヶ所村エネルギーウィーク）
• 環境研土壌水質調査
• 環境研実験圃場田植え
• 環境研成果報告会
• りんごへの放射炭素移行実験
• 環境研理科教室
• 尾駮沼周辺の生き物観察

【行政等】
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活動のアウトカム：インターネットでの情報発信

調査内容の紹介や成果の説明、それらを理解するための用語解説、
パンフレットやリーフレット等の印刷物資料や成果報告会資料を掲載
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＜ホームページでの閲覧数上位＞

・ 用語解説
“放射線の単位”
“安定同位体と放射性同位体”
“ヨウ素”

・放射線の基礎知識
・環境放射線ポケットブック
・成果報告会要旨集

H26 海産物中トリチウム・
放射線の子孫への影響

福島原発事故時には、閲覧者が大幅に増加
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リーフレットやパンフレット等による発信

活動のアウトカム：紙媒体による情報発信

放射線の基礎知識パンフレット

環境放射線ポケットブック

＜ホームページでの閲覧数上位＞

リーフレット（26種類）
・ベクレルとシーベルトってややこしい

・α、β、γ、放射線の正体を探ってみましょう

・天然放射性物質のウランが変身！～ポロニウム～

・全天候型人工気象実験施設の紹介

・放射性物質からなぜ放射線が出るのでしょうか。

H19以降 H19以前

＜ホームページでの閲覧数上位＞

環境研ミニ百科（133種）
・反芻動物

・ジャガイモは根っこか、それとも茎か？

・骨の話-その２：骨を形づくる細胞たち-

サイエンスノート（29種類）
・放射線のしゃへい

・ラドンとは

・カリウムは放射性？

・成果報告会や対話活動で配布あるいは参考資料として使用
・ホームページに掲載してコンテンツとして使用
・関係機関や希望する個人への配布及び要請に応じて配布
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ホームページ
コンテンツの強化

メディアの戦略的活用

•ケーブルTV
•パブリシティーの活用

理解醸成・立地地域との共創活動の拡がり

地域
住民
・
市民

若年層

一般
・

成年層

研究コミュニティー

行政
・

産業（法人）

•風評被害対策
•農業・漁業者等への情報発信
•地域課題への技術支援(受託等)
•教育機関との協働(教育プログラム
立案・教材の作成、セミナー実施)

•オープンラボでの課題対応
•特色あるデータ等を核にしたプラット
フォームの構築、施設の共有

•連携した人材育成

個別の関心への対応 対話の強化 マス媒体の
戦略的活用

ねらい
対象

活動の可視化拡充

環境研セミナー
成果報告会
出前説明会
理科教室
放射線教育
イベント出展

•小・中・高等学校と連携した学習
支援（当調査の理解につながる
「科学リテラシー」の涵養）

•交流拠点の開設(常設／特設)
•地域住民からの疑問・不安に応
えるコンシェルジュ機能（巡回相
談会等での膝詰め対話）

•地域団体の活動支援

今後の活動：双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる活動の深化

•参加型イベントの企画
（サイエンス・コミュニケー
ター等の参画） 対話活動への誘導
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地域に応える

ー地域ぐるみで課題に取り組める交流拠点と双方向型コミュニケーションの実現ー

今後の活動：理解醸成（共創）活動 コンセプト

ポテンシャルを活かした

地域貢献

ポテンシャルを活かした

地域貢献

地域との双方向の

コミュニケーションの推進

地域との双方向の

コミュニケーションの推進

住民目線での

成果の整理・可視化

住民目線での

成果の整理・可視化

教育機関との連動・理科教室
地域産業に求められる人材の

養成

地域に見せる

情報発信活動

コンテンツ運用

教育支援：教材・プログラムの

開発

発信手段： コンテンツ制作

研究情報： 可視化プログラム

の開発 ・地域交流

・出前説明会

共創事業 ・環境保全活動

・産業支援、技術開発

地域に聴く

22



膝詰め形式の
対話を強化

・定期的なセミナー開催等

・地域団体活動をサポート、ネット

ワーク拡大
・住民参加型イベントへの参加

地域住民と
（地域団体等との対話と共創）

双方向コミュニケーション

広く県民と
（講演会等による理解醸成）

若年層や学校と
（教育機関との対話や共創）

・出張（出前）授業での学校、教

育関連団体との協働

・学園祭等参加による交流

プログラムの検討や
教材の開発

・有識者による基調講演や魅

力ある調査報告の実施

・対話や交流が図れるような

企画の検討、イベント等の

併催

コンテンツ整備
（ホームページ、印刷物）

・成果やデータ等の整備、

可視化

・関心を引くテーマでコン

テンツを整備

今後の活動：「地域に聴く」理解醸成活動

・従来の“情報発信”から対話による“理解醸成（共創）活動”へ。

・多種多様な年齢・職層を対象に、それら層に合わせた内容で対話を。
・立地する六ヶ所村を中心に、いつでも、どこでも。（六ヶ所村に呼び込み、研究現
場を見てもらう努力も）
・住民や地域コミュニティー、研究コミュニティーとの協働・共創をキーワードに。

マスメディア
活用の検討

参加型説明会
の企画
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今後の活動：「地域に見せる」理解醸成活動

住民の声、地域・行政の課題に環境研のポテンシャルおよび関連する研究コニュニ
ティーの研究情報で応える中で、対応する研究課題を立案・推進

地域のニーズ（住民・行政・産業）

研究コミュニティーの知見

コンテンツの作成（地域に見せる）

地域の反応（地域に聴く）

「地域に見せる・応える」取り組みから、継続推進すべきテーマを設定

環境研のポテンシャル（地域に応える）

調査事業へのフィードバック

・地域の意思の解析
・訴求すべき課題の開拓

・コンテンツの伝達精度

（地域に伝えたいことが正
確に伝わっているか）
・コンテンツの拡充

（地域の要望に情報量の
過不足がないか）

研究情報：可視化プログラムの開発
（環境放射能モデル、病理標本等）

発信手段：コンテンツ制作

教育支援：教材・プログラムの開発
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環境研

事業の立案・推進

今後の活動：「地域に見せる」理解醸成活動
調査事業へのフィードバック

外部有識者等による審査・評価 住民等への発信
・成果の活用

助言・
評価

事業成果の発信活動、県民との双方向
的対話等

住民の関心・不安・要望等

提案・要望

• 研究内容・成果の報告
理事会

（六ヶ所村長等）

評議員会
（県副知事等）

各事業の「調査検討委員会」
（外部有識者・県内関係機関等）

• 中長期計画（将来ビジョン）
• 事業計画
• 事業成果、進捗状況の報告

「地域共創委員会」
・青年農業経営者
・消防団
・特産品事業者
・村食生活推進
委員

地域共創
アドバイザー
会議

（外部有識者

・県内関係機関
等）

地域共創
アドバイザー

情報発信活動
•成果報告会
•出前説明会
•大学祭、地域イ
ベントへの出展
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環境研のポテンシャル

・研究成果

・地域の環境に係る知見

・研究ネットワーク

・人材・施設

研究情報の活用

今後の活動：「地域に応える」理解醸成活動

•病理標本データ
•マウス終生飼育
データ

•その他生物関連
データ

•トリチウム関連
•海洋観測データ
•大気観測データ
•陸域観測データ
•土壌・植物データ

放射線環境
影響

放射線生物
影響

施設・研究資源 共同利用

地域との共創

地域の課題

・ 研究所のポテンシャルを

活かした環境問題／産業

創出支援

地域振興への協働

・ 人材育成

地域を支える技術者等、

将来人材の育成

行政の課題

・ 操業開始に伴う外部研

究者からの発信に対す

る客観的なレビュー

・ 原子力リスクコミュニ

ケーション活動

研究コミュニティーとの共創

・ 環境研の研究情報（病理標本、環境放射能データベース）

の共有プラットフォーム化（可視化プログラムの0開発）
・ 地域・行政の課題に向け科学コミュニティーの知見を集約
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②事故時対応対策

青森県原子力防災に係る対応について 【参考】

①原子力災害事前対策
③原子力災害中長期対策

（復旧・復興時対応）

《リスクコミュニケーション》

短期予測

・排出放射性物質拡散・降下予測

汚染検査/モニタリング

・線量測定・住民サーベイ

・環境研構内データの提供

・ 緊急時に備えたリスクコ

ミュニケーションの機会

拡充

・ 異常データの解明・影

響の評価

生物学的線量評価

・染色体異常の検出

影響の長期予測

・降下量推定

・内外の研究コミュニティーの知見の集結

・専門的・中立な研究機関として、農林水産業等に係る

科学的根拠に基づく情報発信（風評被害の防止）

汚染低減化

・農作物の影響低減化

《モデルの活用》

訓練用シナリオの設計

《その他の対応》
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